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そ
の
草
の
名
は

f
山
ゆ
い
ち
ご
ヘ
名
前
、が
語

る
よ
う
に
、
冬
に
実
を
つ
け
る
自
生
の
い
ち
ご
。

少
し
説
明
す
る
な
ら
か
山
地
の
木
蔭
な
ど
に
生

ず
る
常
緑
の
蔓
性
小
潅
木
で
、
茎
は
直
立
し
た

り
、
横
斜
し
た
り
す
る
。
葉
は
円
心
臓
形
で
浅

く
裂
け
、
ム
ハ

・
七
月
ご
ろ
に
葉
の
つ
け
ね
に
白

色
の
五
弁
の
花
を
聞
き
、
冬
、
実
が
赤
く
熟
れ

て
食
べ
ら
れ
る
0
0

ど
い
っ
た
も
の
。
野
い
ち
ご

の
一
種
で
あ
る
。

本
来
、
い
ち
ご
は
山
野
に
自
生
す
る
も
の
で

富
山
平
野
、
そ
し
て
、
丘
陵
地
帯
で
多
く
み
る

こ
と
が
出
来
る
品
種
で
あ
る
。
た
だ
前
述
の
よ

う
に
多
く
は
雑
木
の
林
な
ど
に
育
ち
、
し
か
も

初
久
、
、
の
草
枯
れ
の
尽
き
た
こ
ろ
に
実
を
つ
け
る

と
い
っ
た
性
質
の
故
か
、
見
忘
れ
ら
れ
て
き
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
も
の
で
も
題
材
と
し
て

見
逃
さ
な
い
俳
句
界
で
は
あ
る
が

f
山
ゆ
い
ち

ご
。
を
詠
う
俳
人
は
多
く
な
く
、
特
に
富
山
人

に
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、

f
山
ゆ
い
ち
ご
。
の
実

ひとアズ

好
、

ち

L 

あ
る
が
、
今
日
庖
頭
に
並
ぶ
大
粒
の
甘
い
い
ち

ご
も
、

自
生
種
の
改
良
を
重
ね
た
も
の
に
他
な

ら
な
い
。
野
い
ち
ご
に
は
種
類
が
多
く
、
効
外

を
歩
い
て
少
々
注
意
し
て
み
る
な
ら
、
草
い
ち

ご
の
類
そ
し
て
木
い
ち
ご
の
類
を
足
許
に
気
づ

く
筈
で
あ
る
。

夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
春
、
或
い
は
黄
に

近
い
熟
実
を
つ
け
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
無
害
で

あ
る
。
子
供
の
こ
ろ
に
川
遊
ぴ
を
す
る
合
間
に
、

土
堤
の
木
華
を
と
っ
て
む
き
ぼ
り
食
べ
た
記
憶

は
、
筆
者
に
限
ら
ず
思
い
出
す
方
も
多
い
と
思

う
の
だ
が
、
例
の
グ
ヘ
ぴ
い
ち
ご
。
な
ど
は
実

は
毒
い
ち
ご
で
は
な
く
、
あ
ら
ぬ
寛
罪
を
被
せ

ら
れ
、
い
ち
ご
に
取
っ
て
も
心
外
で
あ
る
に
違

L
介
AF
L

f
山
ゆ
い
ち
ご
。
に
戻
る
が
、
こ
の
い
ち
ご
も
、

やさしさとおもいやりを伝えたい。

、、ー，、，

富
山
県
俳
句
連
盟
会
長

黒
田
晩
穂

の
熟
れ
る
の
は
初
久
、
、
で
あ
り
、
そ
の
自
生
の
場

所
が
林
や
山
地
と
い
っ
た
足
許
の
よ
く
な
い
時

節
の
た
め
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
も
あ

ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
し
よ
う
し
よ
う
た
る
枯
風

景
の
中
、
或
い
は
薄
雪
の
冠
る
林
の
中
に
、
ル

ビ
l
色
に
輝
く
幾
粒
も
の
熟
実
に
一
度
出
会
う

と
き
か
ら
、
忘
れ
得
ぬ
世
界
を
知
る
こ
と
に
な

る
の
は
間
違
い
な
い
。

グ
ふ
ゆ
い
ち
ご
。
(
か
ん
い
ち
ご
と
も
い
う
)
は
、

武
蔵
野
に
も
多
い
と
聞
く
が
、
富
山
の
こ
れ
は

雪
国
故
に
そ
の
趣
き
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

冬
い
ち
ご
き
り
ぎ
し
に
日
の
燃
え
い
で
ぬ

金
尾
梅
の
門

日
あ
る
う
ち
光
り
蓄
め
お
け
冬
毒筒

コ
ニ
十
年
も
前
の
も
の
が
今
頃
話
題
に
な
る
な
ん
て
本
当
に

奇
跡
的
。
そ
し
て
、
こ
の
本
が
今
の

子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か

っ
て
も
ら
え
る
な
ん
て
。
こ
れ
も
奇
跡
的
な
こ
と
で
す
ね
」

と
語
っ

て
く
れ
る
小
沢
昭
巳
さ
ん
。
今
、
話
題
の
童
話
『
飛

べ
な
い
ホ
タ
ル
』

の
作
者
で
す
。

も
と
も
と
、

『
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
』
は
小
沢
さ
ん
が
小
学
校

六
年
生
の
担
任
の
と
き
学
級
新
聞
の
先
生
の
コ
ー
ナ
ー
に
書

い
た
も
の
で
羽
が
は
え
そ
ろ
わ
ず
、
飛

べ
な
い
ホ
タ
ル
が
仲

間
の
ホ
タ
ル
に
助
け
ら
れ
、
そ
の
友
情
に
感
謝
す
る
と
い
う

物
語。

い
じ
め
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
た
二
年
前
に
、

先
生
方
や
当
時
の
生
徒
ら
、
父
兄
た
ち
の
要
望
が
あ

っ
て

一

冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

「当
時
、
私
の
受
け
も
ち
の
ク
ラ
ス
に
足
の
不
自
由
な
子
が

い
て
、
み
ん
な
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
み

ん
な
に
な
じ
み
の
深
い
ホ
タ
ル
を
モ
デ
ル
に
、
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
思

っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
そ
の

時
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
じ
め
は
な
く
な

っ
た
よ
う
で
す
U

小
沢
さ
ん
自
身
も
い
じ
め
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
と
か
。
そ

う
い
う
経
験
を
ふ
ま
え
て
い
る
だ
け
に
い
じ
め
ら
れ
る
側
の

悲
し
い

気
持
ち
を
せ
っ
せ
っ
と
訴
え
る
文
章
に
は
心
打
つ
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
時
代
を
超
え
て
今
の
子
供
た
ち

に
も
大
き
な
共
感
を
呼
ん
で
、
い
じ
め
は
や
ん
だ
。
そ
し
て

こ
の
本
も
各
種
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

N
T
T
の
サ

ー
ビ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
七
万
回
、
本
の
売
り
上
げ
も
六
万
五

千
部
を
超
え
る
に
至
っ

た
。

「
こ
の
本
が
注
目
さ
れ
、
い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
い
う
動
き

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
良
い
こ
と
で
す
。
だ

っ
て

昔
は
い
じ
め
を
み
ん
な
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
か

っ
た

の
で
す
か
ら
U

子
供
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た

『飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
』。

子
供
た
ち
に
明
る
い
光
り
を
と
も
し
て
く
れ
た
。

童話『飛べないホ勿レ」作者・小沢昭巳さん

湾、
義
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世
界
三
十

一
ヵ
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
人
が
集
う
「
富

山
国
際
青
年
演
劇
祭
」

(
T
I
A
T
F
羽
)
が
七
月
三
十

一
日
か
ら
七
日
間
開
催
。
熱
気
と
刺
激
に
満
ち
た
舞
台

公
演
を
中
心
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

演
劇
で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ア
ワ

l
ド
(
最
優
秀
賞
)
を

受
賞
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ラ
ッ
ブ
ラ
ン
ド
学
生
劇
団

を
は
じ
め
各
国
劇
団
が
熱
演
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
表
彰
式
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ

れ
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
さ
れ
た
各
国
代
表
は
、
ス
テ

ー
ジ
で
跳
ぴ
上
が
り
、
受
賞
の
喜
び
を
体
い
っ
ぱ
い
で

表
現
。
会
場
か
ら
祝
福
の
拍
手
を
浴
ぴ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
続
く
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
演
劇
祭
の
開
催
に
貢
献

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ヴ
グ
ロ
ー
ブ
氏
ら
三
人
に
知
事
か

ら
「
と
や
ま
名
誉
大
使
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
会
場
は

お
祭
り
ム

l
ド
い
っ
ぱ
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

2 3 

七
月
十
八
日
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
か
ら
の
増
改
築

工
事
を
終
え
た
立
山
高
原
ホ
テ
ル
が
新
装
オ
ー
プ
ン
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
延
べ
床
面
積
二
千
八
百
六
十
八

平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
四
階
地
下

一
階、

二
十
九
の
宿

泊
室
を
備
え
た
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
増
築
部
分
は
、
地
下
の
百
人
収
容
の
研
修
会
議

室
で
、
ビ
デ
オ
・
各
種
映
写
機
や
同
時
通
訳
設
備
を
設

置
。
併
せ
て
、
ロ
ビ
ー
を
拡
充
し
、
七
二
イ
ン
チ
ビ
デ

オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
を
備
え
つ
け
た
他
、
食
堂
も
百
二

十
席
に
増
や
す
な
ど
、
標
高
二
四
0
0
メ
ー
ト
ル
で
の

国
際
会
議
開
催
も
可
能
な
ホ
テ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ホ
テ
ル
で
オ
ー
ブ
ン
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
、
知
事
を
は
じ
め
、
評
論
家
の
竹
村
健

一
氏
ら

が
参
加
。
立
山
か
ら
世
界
へ
、
新
し
く
な
っ
た
情
報
発

信
基
地
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。



富山一東京がますます便利に
全日空東京便が増便

富
山
空
港
の
全
日
空
・
富
山

l
東
京
便
が

一
日
五
往

復
か
ら
六
往
復
に
増
便
さ
れ
、
そ
の
初
就
航
の
七
月
二

十
二
日
、
富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

二
階
ロ
ビ

l
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
県
知
事
代
理
の
増
山
土
木
部
次
長
が
「
増

便
は
利
用
客
の
利
便
性
を
高
め
る
ほ
か
、
県
の
産
業
経

済
発
展
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
な
ど
、
大
変

意
義
深
い
。
今
後
は
夜
間
駐
機
、
コ
ミ
ュ

l
タ
l
航
空
、

大
阪
便
の
就
航
な
ど
を
着
実
に
実
現
し
た
い
U

と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
運
輸
省
や
、
経
済
界
代
表
ら
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
ミ
ス
富
山
お
ら
っ
ち
ゃ
祭
り
ら
が
第
二

便
の
機
長
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
花
束
を
贈
呈
。
同
便

の
塔
乗
客
二
百
三
十
四
人
に
記
念
品
と
し
て
高
岡
銅
器

の
風
鈴
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
|
東
京
便
の
利
用
は
順
調
で
、
昭
和
五
十
九
年

の
ジ
ェ
ッ
ト
化
以
来
、
塔
乗
客
数
は
毎
年

一
O
%
の
伸

び
を
示
し
、
利
用
率
も
七

O
%
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
増
便
に
よ
り
、
年
間
の
総
座
席
数
は
百
万
席
を

超
え
る
こ
と
に
な
り
、
富
山
|
東
京
聞
は
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
す
。

4 

日
米
両
国
学
生
の
率
直
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
相
互

の
理
解
、
信
頼
、
友
情
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
八
月
五
日
、
日
米
学
生
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
日
米
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
四
十
名
が
参
加
し
、

分
科
会
討
論
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
野
外

研
修
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た

る
日
米
両
国
の
現
状
及
び
将
来
を
研
究
し
て
い
く
も
の

で
す
。今

年
で
四
十

一
回
を
迎
え
る
日
米
学
生
会
議
で
す
が
、

日
本
海
側
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て

と
あ
っ
て
、
会
場
と
な
っ
た
県
民
会
館
国
際
会
議
場
は

熱
気
に
溢
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
貿
易
問
題
が
テ
ー

マ
と
な
り
、
富
山
県
に
も
関
係
の
深
い
米
の
自
由
化
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
吉
村
県
農
業
水
産
部
次
長
、
山
田
全
国
農
協

中
央
会
水
田
農
業
対
策
部
課
長
、
嘉
田
京
大
助
教
授
が

講
演
し
米
の
自
由
化
に
反
対
す
る
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
の

角
度
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。
こ
の
後
の
質
疑
応
答
・
全

体
討
論
で
は
、
日
米
双
方
の
学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
質

問
が
出
て
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
学
生
達
は
農
家
で
の
ホ

l
ム

ス
テ
イ
、
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
富
山
国
際
青
年
演

劇
祭
の
観
劇
な
ど
を
楽
し
み
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

5 



県
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
富
山
県
民
総
合
計
画
を
策
定
し
、
全
県

民
の
参
加
と
連
帯
の
下
に
、
「
活
力
に
あ
ふ
れ
、
発
展
す
る
富
山
温

か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
Il

l

l

と
も
に
生
き
る
こ
と
に

喜
び
と
誇
り
を
感
ず
る
富
山
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
「
明
日
を
拓
く

人
づ
く
り
」
、
「
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
、
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」

の
三
つ
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
県
民
総
合
計
画
に
対
す
る

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
/

間
近
か
に
せ
ま
る
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
本
県
の

一
層
の
飛
躍
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
平
成
三
年
度
か

ら
平
成
十
二
年
度
(
西
暦
二
千
年
度
)
ま
で
の
十
年
間
の
新

し
い
県
民
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
県
民
総
合
計
画
に
対
す
る
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

な
お
、
形
式
は
一
切
聞
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

⑨
ご
意
見
・
ご
要
望
の
提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
企
画
県
民
部
企
画
調
整
室
総
合
計
画
班

T
九
三

O
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

7 



-・・・E璽圏$軍司E=
-県民公園太閤山ランド・新港の森の開

園(58.7)

・にっぽん新世紀博覧会開幕(58.7)

・国立立山少年自然の家の開所(58.8)
・第 1回国際アマチュア演劇祭(58.8)
・国立高岡短期大学の開学(58.10)

・総合体育センターの開館(58.6)
・県情報教育センターの開所(58.10)

・高志リハビリテーション病院の開院

(58.10) 

・生涯スポーツプランの策定(60.8)
・クレー射撃場の竣工(60.8)
・富山県高岡文化ホールの開館(61.10) 
・救急医療情報システムの稼働(62.2)
・県民ヘルスプランの策定(62.3)
・21世紀をめざすとやま女性プランの策

定(62.3)
・空港スポーツ緑地の開園(62.4)
・総合体育センター研修棟・中体育館の

開館(62.10)
・2000年国体の開催が事実上内定(63.3)
・県立新生園の綾工(63.5)
・40メートル級スキージャンプ場、ライ

フル射撃場の俊工(63.7)

・高齢者総合相談センターの開所(63.7)

・常願寺川公園の完成(63.8)
・総合運動公園の建設工事着手(63.10)
・富山県民生渡学習カレッジ開学(63.10)

・県立大学起工式(63.12)

企40メートル級スキージャンプ場の竣工(63.7)

明
日
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
、

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

企高志リハビリテーション病院の開院
(59.10) 

企県民公園太閤山ランドの開園(58.7)

人
を
大
切
に
す企国立高岡短期大学の開学(58.10)

企富山県高岡文化ホールの開館(61.10) 

...... 

.A.総合体育センターの開館(59.6)

企空港スポーツ緑地の開園(62.4)
.A.県情報教育センターの開所(59.10)
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明

-施策の体系

l.二
すべての県民が、生涯を通じて心身ともに

健康な生活を送れることをめざしています。

m.三種的充実- I
家庭、 地域社会、施設の三者が一体となっ

た地域総合福祉を推進し、福祉の充実を凶

ることをめざしています。

1 季語;場縁台山日以I
いつでも、どこでも、だれでも学ぶことの

できる聞かれた学習社会の基盤づくりを進

めています。

欝離趨輯盤盤額融輯購
地域に根ざした水準の高い文化の創造を進

めています。

臨醒韓関額躍麗醸蝿
若者の交流、定着を促すとともに、婦人の

力が十分に発揮できる社会的条件の整備を

進めています。



-・・・・Eヨ開EヨE軍軍ヨ・・・・・
.21世紀の森の開国(58.4)

・富山新空港の開港(59.3)

・中国遼寧省との友好県省締結(59.5)

・グリーンプランの策定(60.2)

・総合雪対策条例の制定(60.3)

・熊野川ダムの竣工(60.3)

・ブラジル・サンパウ口州との友好県州

締結(60.7)

・上市川第2ダムの竣工(60.9)

・第 l田富山県育樹祭の開催(60.10)

・県民公畠野鳥の園の開園(60.10)

・交通安全博物館の開館(6l.5) 

・伏木富山港の特定重要港湾の指定

(61 .6) 
・棒平ビジターセンターの開館(62.5)

・有峰ビジターセンターの開館(62.6)

・富山空港運用時間の延長(62.7)

・県国際文化センターの開館(62.9)

・小矢部川流域下水道一部供用開始

(63.3) 

・東海北陸自動車道の起工(63.6)

・北陸自動車道の全線開通(63.7)

・富山港岩瀬船だまりの開港(63.8)

・北陸新幹線の着工優先順位の決定

(63.8) 

・国際交流奨学金等支給事業の創設

(63. 12) 

・「海王丸」誘致決定(平l.3) 

企「海王丸」誘致決定(1.3) 

時 即 ''111/ぺ'1' '1圃臨調闇E刷月現曹'/1，_'......_ ，1削 指//".1・
...北陸自動車道の全線開通(63.7)

企富山新空港の開港(59.3)

企中国遼寧省との友好県省締結(59.5)

企小矢部川流域下水道一部供用開始(63.3)
企総合雪対策条例の制定(60.3)
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活
の快
基 適
工官疋ホ木 チ〆c・よ

づふ
くる
りさ
でと
す-づ

は、

し3

県
民
生

10 

つ
く

-施策の体系

[Mれあう快適な暮らしの実現 I

明るく温かい家庭やコミュニテイづくりと

ともに、快適でうるおいのある生活環境の

整備を進めています。

[ 魅力ある地域づくり I 
新しい時代に即応した魅力ある都市の形成

と豊かな農山漁村づくりを進めています。

[.γγ 
住環境、上下水道等の整備とともに、豊か

で美しい自然環境や県土の保全を進めてい

ます。

! 総合炎遜体系の整備 l 
高速交通網、生活道路網の整備とともに公

共交通機関の確保や交通安全対策を進めて

います。

ly 国際}七時代への対応 :I 
国際化の進展に対応し、その基盤整備や世

界各国との経済、文化交流を進めています。



-・・・・・回回E軍軍町奮ヨ・・・・・
-富山いきいき観光キャンペーンのスタ

ート(58.4)

・高間地域地場産業センターの開館 「

(58.4) 

・富山産業展示館の開館(58.9)

・食昂研究所の開所(58.9)

・富山八尾中核工業団地・小杉流通業務

団地の分譲開始(58.10)

・富山技術開発財団の設置(58.12)

・富山テクノポリス開発計画の国承認

(59.3) 
・富山技術交流センターの竣工(60.5)

・小川さけ・ますふ化場の俊工(60.6)

・農業技術センター果樹試験場の竣工

(60.10) 

・薬事研究所の移転開所(60.10)

・木材利用普及センターの開館(61.5) 

・工業技術センター中央研究所の竣工

(61 .7) 

・パートパンクの設置(61.10)

・いきいき富山冬の旅観光キャンぺーン

の開始(61. 12) 

・花総合センターの開館(62.4)

・薬用植物指導センターの竣工(62.7)

・新湊漁港(東地区)の開港(62.7)

・県技術専門学院の波工(63.4)

・富山大学地域共同研究センターの技工

(63.5) 

・インダストリアル・デザインセンター

の開所(63.7)
・頭脳立地法に基づく集積促進計画の承

認(平1.3) 

企工業技術センター中央研究所の竣工(61.7) 

企インダストリアルデザインセンターの開所(63.7) 企県技術専門学院の竣工(63.4)
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~高岡地域地場産業センターの開館 (58.4)

φ 

舟

企富山八尾中核工業団地分譲開始 (58.10)

12 

豊
か
な
ふ
る

さ

と

く

り
は、

産
業
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る

活
力
あ
る

-施策の体系

技術強 1 
創造性に富む人材を育てるとともに、技術

革新の動向に積極的に対応していくための

環境条件の整備を進めています。

農林水産業の振興 1 
本県産業の基礎的部門として、厳しい環境

をはね返して発展する足腰の強い産業体質

づくりを進めています。

| 創造性議かな工業の育成 | 
需要動向に適応し、力強く成長する質の高

い工業集積の形成を進めています。

( 第三次産業の振興 I 

楽しい商庖街の形成や新しい需要にこたえ

るサービス供給体制の確立を進めています。

高齢者、身障者等の雇用機会の確保や生涯

職業能力開発体制の整備、若者のUターン

対策を進めています。



トライアスロン



農産園芸課

、ゥ
、

農産..芸のノB〉

1"~'lailJ.j尋t'l~1、

『
花
の
路
Y
や

J
r
T

読
ん

τみ
ま
で
ん
わ

レポーター:山本勝美さん(富山市)

、，
atv 

お
い
し
く
て
安
い
米
づ
く
り
は
、
私
達
消
費
者
の
顕

で
す
ね
。

翻
芸
の
相
談
や
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

H

ヱ
レ
ガ

ー
デ
ン
H

に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
選
の
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
花

写
竃
掃
を
灘
蔵
し
た
「
花
の
路
と
や
ま
」
を
ご
覧
に
な

ま
し
た
か
?

農
産
額
芸
擦
は
、
米
や
野
菜
、
花
な
ど
の
生
産
援
興

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ガりの

お
い
!
い
、
お
い
!
い
富
山

aお
米

山
本
・
米
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
ニ
と
を
な
さ
っ

て
い
ま
す
か
。

ー
ー
か
豊
か
な
水
と
意
欲
(
こ
こ
ろ
)
で
つ
く
る
う
ま
い
富

山
米
。
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
。
低
コ
ス
ト
の
米
づ
く
り
。
か
質

の
良
い
米
づ
く
り
。
。
た
く
ま
し
い
稲
づ
く
リ
。
を
進
め
、
コ

シ
ヒ
力
リ
を
中
心
に
品
質
が
よ
く
、
お
い
し
い
富
山
米
の
供

給
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
昧
の
良
い
コ
シ
ヒ
力
リ
の
作
付
は
、
全
体
の
六
割

山
本
・
身
近
に
花
に
親
し
め
る
所
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ー
l
県
で
は
、
「
花
の
路
と
や
ま
」
と
い
う
本
を
発
行
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
ど
ん
な
場
所
に
ど
ん
な
花
が
咲
く

の
か
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
花
を
通
し
て
富
山
の
く
ら
し
ゃ

自
然
、
歴
史
、
文
化
が
理
解
て
き
て
、
と
て
も
親
し
み
ゃ
す

い
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
本
・
「
花
の
路
と
や
ま
」
の
写
真
を
な
が
め
る
と
と
っ
て

も
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
人
工
じ
ゃ
な
く

て
豊
か
な
自
然
の
中
に
咲
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

ー
ー
ー
富
山
は
、
海
抜
ゼ
口
か
ら
三
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
あ

っ
て

?を

'If 

生

時

.>;1 

。ー

.1;-

~ 

持‘

F
J

ペ
ー
の
:J

 

地
形
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
花
の
種
類
が
と
て
も
豊
富

で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
て
、
多
く
の
人
に
花

を
育
て
よ
う
と
い
う
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
学
校
や
市
町
村
、
図
書
館
、
公
民
館

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
の
文
化
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ

に
あ
た
る
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目
標
に
取
リ
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

『
日
本
一

a花
y
緑

a県
プ
〈
“
F』

干
の
ず
!
マ
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山
本
・
砺
波
市
に
あ
る
「
エ
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、
ど
う

い
う
司
-
と
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

|
|
工
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
は
、
県
が
め
ざ
し
て
い
る

「
日
本

一

の
花
と
緑
の
県
づ
く
リ
」
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
、
花
の
生
産
者
の
技
術
指

導
や
富
山
県
に
適
す
る
花
の
栽
培
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、

一
般
の
人
を
対
象
に
し
た
園
芸
の
研
修
も
行
っ
て

お
リ
、
草
花
の
栽
培
、
盆
栽
、
花
の
装
飾
技
術
を
学
ぶ

コ
ー
ス
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
季
節
の
花
を
生
活
の
中
に
取
リ
こ
む
た
め

に
、
球
根
ま
つ
り

・
紫
陽
花
ま
つ
リ
等
、
花
に

親
し
む
心
を
養
っ
て
い
た
だ
く
集
い
を
聞
い

て
い
ま
す
。

る
と
評
判
で
す
。

山
本
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
県
花
で
す
が
、
種
類
は
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
。

|
|
約
九

O
O
種
あ
リ
ま
す
。
こ
の
う
ち
出
荷
し
て
い
る
も

の
は
三
五
O
種
で
す
。
花
の
種
類
が
多
く
品
質
も
い
い
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
本
・
富
山
の
気
候
が
花
の
生
育
に
適
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

今
日
は
、
お
い
し
い
米
つ
く
り
ゃ
園
芸
の
話
を
大
変
興
味
深

く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
花
の
路
と
や
ま
」
を
見
て

い
る
と
色
と
り
ど
り
の
花
や
美
し
い
景
色
に
心
を
引
き
つ
け

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
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来岡

入

ふるさと
みてある

キす

細
入
村
は
神
通
川
上
流
、
左
岸
沿
い
の
南
北
に
長
い

村
。
細
入
村
の
神
通
川

一
帯
は
春
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉

が
美
し
く
、
神
通
峡
県
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

神
通
川
第
二
ダ
ム
の
グ
ム
湖
て
は
、
規
則
正
し
い
ピ

ッ
チ
て
、
水
面
を
滑
走
す
る
ボ
ー
ト
の
練
習
風
景
が
見

ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
社
会
人
や
高
校
生
の
中
に
混
じ

っ
て
中
学
生
の
姿
も
あ
る
。
県
内
の
中
学
校
の
中
て
唯

一
の
織
原
中
学
校
ボ
ー
ト
部
。
歴
史
は
新
し
い
が
成
績

は
優
秀
。
今
年
の
全
国
大
会
て
男
子
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ス

力
ル
三
位
、
女
子
は
シ
ン
グ
ル
ス
力
ル
二
位
と
な
リ
、

昨
年
は
女
子
が
総
合
優
勝
し
て
い
る
。

「
神
通
第
二
ダ
ム
て
は
高
校
生
や
大
学
生
が
練
習
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
練
習
を
見
る
だ
け
で
も
勉
強
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
坂
田
さ
ん
も
い

ま
す
か
ら
、
い
い
刺
激
に
な
リ
ま
す
ね
U

と
顧
問
の
有

須
先
生
。

織
原
中
学
校
は

一
学
年

二
ク
ラ
ス
、
全
生
徒
が

運
動
部
に
入
っ
て
い
る
。
』

レ
か
し
、
ボ

l
卜
部
員

4

は

一
、
二
年
生
合
わ
せ
て

2 

ボ
ー
ト
王
国
富
山
の
明
日
を
担
う

た
っ
た
の
十
人
。
全
国
大
会
に
は
百

を
超
え
る
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
部
員

が
八

O
人
も
い
る
学
校
も
あ
る
と
い

う
。
「
部
員
が
少
な
く
て
多
く
の
種
目

に
出
場
で
き
な
い
の
で
、
総
合
優
勝

は
難
し
い
ん
で
す
よ
。
昨
年
は
本
当

に
幸
運
で
し
た
U

と
話
す
が
、
毎
年

の
入
賞
は
厳
し
い
練
習
あ

っ
て
こ
そ

の
こ
と
だ
。

「
冬
は
ス
キ
ー
を
使
っ
て
基
礎
体
力

を
つ
け
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
と
持
久
力

の
い
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
リ
ま
す
日

し
か
し
、
全
国
大
会
は
年
に

一
因
。

「
県
内
に
ラ
イ
バ
ル
が

一
校
も
な
い

中
で
闘
志
を
持
続
す
る
と
い
う
の
は

検
原
中
学
校
ボ
I
卜
部

謝
状
が
ず
ら
リ
と
並
ぶ
。
「
賞
状
も
ろ
た
ら
や
め
ら
れ
ん

よ
う
に
な
る
わ
。
そ
れ
に
、
も

づ
と
立
派
な
も
の
に
せ

ん
に
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
し
ね
U

野
尻
さ
ん
は
花
を
植
え
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
の
清

掃
、
天
皇
お
手
植
え
の
杉
の
世
話
も
十
三
年
間
続
け
て

い
る
。
「
花
が
好
き
だ
か
ら
や
っ
と
る
だ
け
。
仕
事
や
め

て
か
ら
は
、
こ
れ
が
生
き
が
い
み
た
い
な
も
ん
だ
わ
。

逆
に
興
味
の
な
い
人
に
す
れ
ば
、
く
だ
ら
ん
こ
と
し
と

る
よ
う
に
見
え
る
や
ろ
う
ね
U

花
の
列
は
約
五
百
メ
ー
ト
ル
も
続
く
。
「
小
さ
な
花
だ

と
雑
草
に
負
け
て
し
ま
う
か
ら
、
立
葵
と
か
ア
メ
リ
カ

芙
蓉
と
か
大
き

く
な
る
花
を
使

っ
と
る
わ
。
全

細入村の概要
人口 2，451人 (7月1日現在)

面積 39. 72km' 

富山県の南の玄関口細入村。神通川左岸に位置し、自然の景

勝神通峡県定公園を中心とした観光とレクリエーションの地。

猪谷関所館のオーフ。ンや関所碑を通って神通峡を眺める遊歩道

の設置など、新しい観光拠点づくりが着々と進んでいる。

部
で
何
本
植
え

と
る
か
は

っ
き

り
わ
か
ら
ん
け

ど
、
数
千
本
は

あ
る
が
な
い
か

ね
U

最
近
で
は
、

建
設
省
や
役
場

か
ら
種
や
肥
料

を
提
供
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に

も
な
っ
た
。

八
十
二
歳
の
高
齢
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元
気
な
野
尻

さ
ん
は
、
い
つ
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
毎
日

が
ん
ば

っ
て

い
る
。

形
は
不
揃
い
で
も

味
は
一
級
品神

通
峡
の
ら
っ
き
ょ
う

細
入
村
の
特
産
ら

っ
き
ょ
う
。
大
正
末

期
か
ら
生
産
が
始
ま

リ
、
現
在
で
は
県
内

生
産
量
の
約
二
O
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

「
こ
の
辺
リ
は
水
の

便
が
悪
く
て
、
昔
か

ら
水
田
よ
り
畑
の
方
が
多
か
っ
た
が
や
ち
ゃ

。
赤
土
が

か
っ
た
酸
性
の
土
壌
も
ら

っ
き
ょ
う
に
合
っ
と
る
が
み

た
い
だ
わ
U

と
細
入
村
ら

っ
き
ょ
う
生
産
組
合
長
の
金

出
孝
市
さ
ん
倒
。

昭
和
五
十
七
年
、
特
産
の
里
に
指
定
さ
れ
た
の
を
機

に
組
合
を
設
立
。
そ
れ
ま
で
減
リ
つ
つ
あ
っ
た
生
産
量

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
。
「ら

っ
き
ょ
う
の
草
丈
な
短
か

て
日
当
た
リ
い
い
も
ん
だ
か
ら
、
次
々
と
雑
草
が
生
え

て
く
る
が
や
ち
ゃ

。
ら
っ
き
ょ
う
作
リ
で
、
草
刈
リ
が

一
番
手
聞
か
か
る
わ
U

組
合
が
最
初
に
手
が
け
た
の
は

草
刈
リ
機
の
導
入
と
い
う
。

「
米
作
リ
で
さ
え
後
継
ぎ
お
ら
ん
が
だ
か
ら
、
ら

っ
き

ょ
う
は
な
お
さ
ら
や
ち
ゃ

。
だ
か
ら
畑
の
拡
大
は
で
き

ん
し
、
せ
め
て
組
合
て
面
積
当
た
リ
の
収
量
を
増
加
す

る
研
究
し
よ
う
と
思
と
る
が
や
ち
ゃ
日

精
神
的
に
き
つ
い
と
思
い
ま
す
よ
」
。

こ
う
し
た
有
須
先
生
の
指
導
の
も
と
、
心
身
と
も
に

た
く
ま
し
く
鍛
え
ら
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
毎
年
好
成
績

を
収
め
て
い
る
。
富
山
県
て
聞
か
れ
る
二
0
0
0
年
国

体
に
お
い
て
の
大
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

細
入
村
の

花
咲
じ
い
さ
ん

国
道
四
十

一
号
線
を
富
山
市
か
ら
南
に
向
い
、
笹
津

橋
を
わ
た
っ
て
細
入
村
ヘ
入
る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

下
に
色
鮮
や
か
な
花
々
が
咲
き
誇
る
。
「ガ
ー
ド
レ
ー
ル

勾

ミ;
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が
で
き
た
時
に
少
レ
余
っ
た
場
所
が
あ

っ
た
ん
で
、
そ

こ
に
花
を
植
え
た
が
や
ち
ゃ
U

と
野
尻
松
之
助
さ
ん
制
。

昭
和
五
十
七
年
か
ら
毎
年
道
路
脇
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

「
許
可
な
し
て
か
つ
て
に
植
え
と

っ
た
か
ら
、
叱
ら
れ

る
か
と
思
た
ら
逆
に
ほ
め
ら
れ
て
ね
。
び
っ
く
リ
し
た

ち
ゃ
U

家
に
は
、
花
と
緑
の
銀
行
を
始
め
と
し
て
、
建

設
省
、
道
路
協
会
、
細
入
村
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
・
感

一
方
、
村
て
は
「
ら
っ
き
ょ
う
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
い

う
小
冊
子
を
作
リ
、
天
ぷ
ら
、
ご
ま
和
え
、
サ
ラ
ダ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
料
理
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
わ
し
は
天
ぷ
ら
が

一
番
好
き
だ
わ
。
ら
っ
き
ょ
う
の

臭
い
も
せ
ん
レ
、
ビ
ー
ル
の
お
か
ず
に
最
高
だ
わ
U

と

金
田
さ
ん
。

七
月
九
日
、
村
制
百
周
年
記
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
「
ら

っ
き
ょ
う
祭
リ
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
ら
っ
き
ょ
う
掘

リ
を
す
る
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
ま
た
、
十

一
月

に
は
「
細
入
ま
つ
リ
」
で
、
ら

っ
き
ょ
う
料
理
が
ぶ
る

ま
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
「
形
が
大
き
く
、
シ
ヤ
キ
ッ
と

し
た
歯
ご
た
え
の
あ
る
」
神
通
峡
の
ら

っ
き
ょ
う
。
い

ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
わ
れ

一
皮
も
二
皮
も
む
け
て
、
ら

っ
き
ょ
う
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
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明るい長寿社会を目指して

の設立

我
が
国
は
先
進
諸
国
の
中
で
も
最
も
早
い
ぺ

l
ス

で
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

二
十
一

世
紀
に

は
、
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢

社
会
が
到
来
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
の
場
合
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
さ
ら
に
七

i
八
年
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
は
、
今
後
、
個
人
の
生
活
設
計
は

も
と
よ
り
福
祉
、
医
療
、

雇
用
、
年
金
、
住
宅
な
ど

社
会
、
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
対
応
は
、
た
だ

単
に
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
各
世
代
が
真

剣
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
二
十
一
世
紀
に
至
る
こ
こ
十
年
余
り
の
期
間

が
、
本
格
的
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
期
間
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
と
一言
え
ま
す
。

い
き
い
き
長
寿
財
団
の
設
立

従
来
か
ら
高
齢
社
会
対
策
と
い
え
ば
、

寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
な
ど
要
介
護
老
人
に
対
す
る
事
業
に
重
点

が
置
か
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か
し

一
方
で
は
、
健
康

で
充
実
し
た
老
後
を
送
り
た
い
、
高
齢
者
が
社
会
の

構
成
員
と
し
て
、
そ
の
経
験
や
能
力
を
生
か
し
社
会

に
貢
献
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
た
い
と

い
う
声
が
強
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
に
お
い
て
、
県
民
誰
も
が
美
し

く
、
い
き
い
き
と
、
長
生
き
人
生
を
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
県
で
は
市
町
村
や
民

間
企
業
等
の
協
力
を
得
て
、
本
年
七
月
、
い
き
い
き

長
寿
財
団
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
財
団
は
こ
れ
か

ら
の
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の

基
盤
と
な
る
も
の
で
、
初
年
度
の
運
営
は
、
県
出
資

の
三
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
三
年
度
に
は
基

本
財
産
を
三
億
円
ま
で
に
増
や
す
予
定
で
す
。

⑨
 

活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
や
知
識
を
社
会
活
動
に
活
用
で

き
る
機
会
の
確
保
と
と
も
に
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
認

識
を
深
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(1 )健康と長寿の祭典開催事業

(2)長寿社会を考える集い開催事業

(3)高齢者スポーツ大会開催事業

ほ)全国健康福祉祭参加事業

(ねんりんピック)

(1)啓発パンフレット作成事業

(2)啓発普及ビデオ制作事業

(3)普及広報活動事業

イ ベント開催事業

事 業及S怠
国発啓

財
団
で
は
、
県
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

種
々
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
モ
デ
ル

市
町
村
を
設
定
し
て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
の

実
践
活
動
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
〈
ヘ
ン
ト
開
催
、
啓
発
普
及

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
啓
発
普
及

に
努
め
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
や
世
代
交
流
事
業
を
促

進
し
ま
す
。

一
元
年
度
は
、
健
康
と
長
寿
の
祭
典
を
十
月
五
、
六
日
に

県
民
会
館
で
、
長
寿
社
会
を
考
え
る
集
い
を
県
下
回
地
区

で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
、
テ
レ

ビ

C
M、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
長
寿
社
会
の
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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②
情
報
提
供

シ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ヘ
ル
ス
、
財

テ
ク
、
お
し
ゃ
れ
等
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
情
報
誌
を
三

千
部
作
成
。
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

を
応
援
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
一
一

O
番
を
設
置
し
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
諸
問
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
振
興

「
高
齢
者
の
方
々
が
真
に
必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は

何
か
」
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行

い
、
今
後
の
シ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

④
社
会
参
加
活
動
の
促
進

生
き
が
い
の
充
実
や
社
会
参
加
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、

教
養
講
座
や
趣
昧
講
座
、
ふ
る
さ
と
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
な
ど
を
内
容
と
す
る
老
人
大
学
を
開
校
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
決
め
ら
れ
た
単
位
を
履
修
す
れ
ば
、
地
域
で
の

講
習
指
導
者
に
な
れ
る

H

ふ
る
さ
と
博
士
H

や
シ
ニ
ア
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
し
、
地
域
活
動
の
指

導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
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シルバーサービス振興事業

情報 提供事業

社会参加活動促進事業

(1 )老人大学開催事業

(2)社会参加活動促進事業

(1 )情報誌発行事業

(2)高齢者総合椙談事業



黒からのおしらせ

g
月
四
日
は
、

理工系大学志願のみなさんへ

富山県立大学フォーラム~89の開催
平
成
二
年
四
月
に
関
学
予
定
の
富
山
県
立
大
学
は
、

広
い
視
野
か
ら
科
学
技
術
の
未
来
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
卓
越
し
た
専
門
家
に
よ
る
講
演
を
通
じ
て
、

受
験
生
諸
君
に
進
路
決
定
に
つ
い
て
の
貴
重
な
ヒ
ン
ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
企
画
し
ま
し
た
。

高
校
生
諸
君
を
は
じ
め
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

U

会日
場時

平
成
元
年
九
月
三
十
日
出
午
後
二
時
か
ら

第
一
生
命
ビ
ル
九
階
ホ
ー
ル

(
富
山
市
桜
橋
通
り
二

l
二
十
五
)

講
演

川

「
科
学
技
術
の
展
望
と
課
題
」

H
u
r
t
U
H
u
r九
九

H
U
+司
令
。

石
井
威
望

ヘ東
京
大
学
工
学
部
教
授

J

一

中

央

教

育

審

議

会

委

員

一

/元
臨
時
教
育
審
議
会
第
二
部
会
長
¥

臼
「
富
山
県
立
大
学
の
概
要
」

ふ
じ
い
す
み
じ

藤
井
澄
ニ

ヘ
富
山
県
立
大
学
創
設
準
備
委
員
会
委
員
長
J

/
元
東
京
大
学
工
学
部
長
学
長
予
定
者
」

⑪
「
個
性
化
・
多
様
化
の

H

新
H

大
学
入
試
事
情
」

と
み
芯
が
と
も
ひ
こ

富
永
倫
彦

(
旺
文
社
蛍
雪
時
代
編
集
長
)

※
詳
し
く
は
県
庁
県
立
大
学
創
設
準
備
室
へ

〈経営と技術〉国際シンポジウム
in TOYAMA:89 9月10日は全国下水道促進デーです。その普及率が文化のパ口メーターといわ

れる下水道は、健康で文化的な生活を営み、川や海等の自然環境を守るためには

不可欠の施設です。

昭和63年度末における本県の下水道普及率は23%で全国中位。まだまだこれか

ら推進を図る必要のある事業で、す。今後とも県民の皆様のご理解とご協力をお願
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いします。

参加者募集

鴎際化時代における技術開発や経営戦

略についての講濃とヂイスカッション
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県からのおしらせ

9
月
g
日
は

d
g急
(gの
日
」

富
山
県
で
は
、
休
日
や
夜
間
の
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、
開
業
医
に
よ
る
在
宅

当
番
医
制
や
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
を
設
け
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
は
人
の
生
命

に
関
わ
る
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

;
L
f
r
vり
つ
け
の
医
師
じ
相
談
ん
ま
し
主
夫

・
急
病
の
際
じ
0

3
ィ・
7
1

.

開

設

オ

持

ド

ル

し

ま

し

ょ

う

• 鹿住
物所
な~

53 
あき
れら
ば γ

知百
ら印
せと
まな
忘る
でと

• 、肖病
防人
署の
員症
の1見
指雪

を寝
従 1二

三識
しし
よ

でと

• 救よ
急り
事重
の容
を な

易巷
た完暴

利息
帰宅t
l主力、
避車
けち
まじ
し坦

tt 
る
よ
、ヲ

ー¥
'¥ 

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
関
西
選
手
権

-
十
月
八
日
制

i
十

日

冊

九

時

i
十
六
時

立山山麓のゴンドラスキー場で多彩なイベントが繰り広げられます。

模
型
飛
行
機
競
技
会

親
子
で
模
型
飛
行
機
を
組
み
立
て
飛
行
距
離
を
競
う
。

-
参
加
料

八
百
円

・

日

時

九

月

十

七

日

鍋

時

i

時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
l
ク

三
世
代
交
流
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
l
ク

-

参

加

料

大

人

三

百

円

小

人

二

百

円

九
月
十
五
日
制
十
時

i

• 日

時

※
詳
し
く
は
、
立
山
山
麓
イ
ベ
ン

ト
推
進
実
行
委
員
会
へ

。

(
宮

0
7
6
4
・

m
・
1
2
2
6
)

IJ~~工刀、 ~.E 
.7 .... 十 Vノ二r:.J，.L'<

JtZZ2222TZZ112 富山県人去
「親の主張」も同時に開催します。

日時 9月22日魁午後 1時30分から

24 

※ 場日大フビ競

参加婦入ス
審貸( 零 参 受主書や 写生軍4固

(育詳所時縄レ l 技 出画 ・加付自立 立
宮課し 飛ツチ種 も周 期然山
O へく富十びシバ目 査行紙 所場 賞聞;r.:をh4zbz 山
7 は山一(ユレ いの 麓

6 、県月十テ

事集ポ
4 富総五二ニボ 月す償 7 務事山品ン (針 月学書過

山合日人ス 三 J 布配 6 山 ド 十生いご
31 市体 制(ル 十 4 所麓 ラ 日以てし

教育時)二( 一 、. 族家 リ (日)下みた
6 育セ 人四 日 画 81 フ i ま楽

委ン 制人 (火) 板 1 旅卜十せし
員タ )制 の 7 行券月んい
会| 時

、、__.
料無 84 村管 土と こ十 か一日、、ー" 体

25 



県からのおしらせ

別
手
ビ
ヴ
子

と
ん
か
ち
大
将

コ
ン
ク
ー
ル
作
目
聞
展
示

子
供
た
ち
が
創
作
し
た
作
品
を
一
堂
展
示

日
時

場
所

問
合
せ

九
月
二
十
七
日
制
j
十
月
六
日
働

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
と
や
ま

秋
の
き
の
こ
家
り

親
子
教
室

日
時

九
月
三
十
日
出
四
時
三
十
分

i

十
月
一
日
同
十
五
時

一
泊
二
日

福
光
町
万
利
青
年
の
山
研
修
館

2
0
7
6
3
・
日
・

1
2
2
2

大
人

子
供

場
所

料
金

三
千
円

千
五
百
円

宿
泊
料
込
み

申

込

締

切

九

月

十

六

日
出
ま
で

※
詳
し
く
は
青
年
の
山
研
修
館
へ

根

塚

団

地

数

二
十
二
戸

2
D
K
3
D
K
 

-一p
・
間
取
り

(
全
戸
サ
ン
ル
ー
ム
付

十
月
十
五
日
同

九
月
二
十
二
日
制

富山県いきいき長寿財団設立総会及び記念式典

帆船海王丸記念財団設立発起人会

望ましい立山を考える会

第10回婦人大学校

県内在住外国出身者懇談会

富山県コロンブス計画第8回ティーチイン

立山自然保護センタ一新装展示更新竣工式

7月11日

7月12日

7月13日
7 ij 14日

7月15日

富
山
県
民
謡
民
舞
大
会

県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
謡
民
舞
を
一

堂
に
集
め
披
露
。

日
時
九
月
二
十
四
日
同
十
三
時
i
十
七
時

場
所
平
村
下
梨
小
学
校
体
育
館

料

金

無

料

※
詳
し
く
は
富
山
県
教
育
委
員
会
文
化
課
へ

第40回

勤
美
展
開
催

県
下
勤
労
者
が
制
作
し
た
美
術
作
品
を

堂
に
展
示
。

-
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

害
、
写
真

・
応
募
締
切
十
月
三
日

ω

・

拠

入

十

月

十

七

日

ω

-
展
示
十
月
十
九
日
同

i
二
十
二
日
間

県
民
会
館
展
示
室

※
詳
し
く
は
、
県
庁
労
政
課
へ

印
公
募

日
本
海
美
術
展

日
本
海
沿
岸
の
道
府
県
で
制
作
活
動
を
行

っ
て
い
る
美
術
作
家
を
対
象
に
し
た
第
二
回

目
の
公
募
展

期

間

九

月

九

日

出

l
十
月
二
十
二
日
岡

場
所
富
山
県
立
近
代
美
術
館

料

金

一

般

七

百

二

十

円

高

大

生

五

百

二

十

円

小

中

生

三

百

十

円

※
詳
し
く
は
、
近
代
美
術
館
へ

(
宮

0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1
)

富
山
南
団
地

数

十

戸

-一p
・
間
取
り

2
D
K
、
3
D
K

-
入
居
開
始

・
募
集
締
切
り

全
戸
サ
ン
ル
ー
ム
付

十
一
月
一
日
制

九
月
二
十
二
日
掛

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
住
宅
供
給
公
社
へ

宮

0
7
6
4
・
辺
・

5
1
3
2

立山高原ホテル増改築竣工式

称名滝見台竣工式

夏の交通安全県民運動交通マナー向上キキャン

ベーン出発式

第4回現代芸術祭オープニング

7月18日

7月20日

7月21日

'89公事:日本海襲術贋

'89埠9月9前10問22tlH

平成元年10月街頭献血

働〈婦人の集い

富山空港増便就航記念式典

富山県がん対策推進本部会議

富山県産業創造センター起工式

7月n日

7月25日

7月26a

婦
人
美
術
展

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書

十
一
月
十
一
日
出
l
十
五
日
制

県
民
会
館
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
応
募
資
格
県
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

女
性

・
拠
入
申
込
十
一
月
八
日
嗣

九
時

i
十
五
時

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
へ

(
宮

0
7
6
4
・
引
・

8
6
3
5
)

-
部
門

・
展
示

日 曜 場 所 時 間

日 黒部市 「メルシー」ショッヒ。ンク.センター前 10 : 00 -15 : 30 

2 月
八尾町役場前 9:30-l3:30 
八尾町商工会則 14:00-15:30 

7 土 高岡駅前 10:00-15:30 

9 月 城端町役場前 10 : 00 -15 : 30 

10 @ 富山県民会館前 10 : 00 -16 : 00 

11 水 庄川町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

14 土 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

15 日 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

16 月 宇奈月町商工会前 10 : 00 -15 : 30 

18 水 氷見市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

21 土 富山市 「アヒ。タ」ショッヒ。ンク・センター前 10:00-16:00 

22 日 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

23 月
大沢野町役場前 9:30-12:00 
大沢野町図書館前 l3 : 00 -15 : 30 

28 土
高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 
富山駅前 10:00-16:00 

29 日
高岡駅前

唱
10 : 00 -15 : 30 

福光駅前 10 : 00 -15 : 30 

30 月
福岡町役場前 9:30-12:00 
福岡駅前 l3 : 00 -15 : 30 

民事介入暴力集中相談日を開設します。暴力団による被害で

お困りの方はお気軽にご相談下さい。

惨日時 9月9日比) 午前10時~午後 1時

砂場所大和富山庖、高岡庖 惨料金無料

※詳しくは、富山県警察本部捜査第二課へ

(宮0764・41・2211 ) 

26 27 

とやま名誉大使第2回称号授与式

第2国富山県国際交流委員会

青少年保護育成審議会

富山国際青年演劇祭開会式

ヤング創造アドベンチャー開会式

県下消防団消防操法大会

東洋医学推進懇談会

少年海洋教室開講式

特産王国とやま推進会議

第3固有峰フェスティパル

道の日街頭啓発

7月28日

7月31日

8月1日

8月2日

8ij3日

8月5日

8月10日
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新附~wst!R
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎月第E土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日
毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

表表
2 車氏

T
O
P
I
C
S
 

い
き
い
き
長
寿
財
団

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

国
際
青
年
演
劇
祭

エ
ッ
セ
イ
黒
田
晩
穂

ひ
と
小
沢
昭
巳

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
国
際
青
年
演
劇
祭

②
立
山
高
原
ホ
テ
ル
竣
工

③
空
港
記
念
式
典

④
日
米
学
生
会
議

特
集
総
合
計
画
の
進
展

みなさんの相談窓口
敏車違主調同副町.F..
富山県受通事部相談所東別館T階

台 (0764)31-削竹内759

P 
1 

P 
2 

P 
6 

p
I
N
 U 
P 

T
O
Y
A
M
A
 

p p p p 
20 18 16 14 

県
庁
探
訪
農
産
園
芸
課

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
き
細
入
村

p p 
28 22 

-・I~;~者温・E・l::'司・・

-坦IUJ~竃E・E・fli.

AM9 : 30-9 : 35 

高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

官(0764)41-4 1 10 

覚

談

日
J

・
相

HO

法
な
化
、
|

商
ん

lv1

質
ど

o
m
u
Q

悪
、
す

一一
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な
じ

ω

問

剤

応

花

庭
い
も

ω

家

せ

に

宮

ラジオ広報RA町0・FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

-'gt:量奇沼周同町4・E・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

〈一般相談は)

宮(0764)32-9233 
〈金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・・匹.;~・同・・，.... 回・E・・・・・・・・
富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411f代)
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311間

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮(0763)33-5151附

テレビ広rv
・北日本放送毎週日曜日 AM8:00-8:30 

「こんにちは富山県です」

9/10 頑張るシルバー工イジ
9/17 みんなで進める交通安全
日124 中小企業の異業種交流

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

室5炎相民県

呉
羽
中
学
校
(
昭
和
三
十
三
年
t
L
二
十
八
年
/
設
計
・
吉
阪
隆
正
) -富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30

rll0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

-R農
産
園
芸
課
に
取
材
に
行
っ
て
、
パ
ー

テ
ィ

ー
や
会
議
の
日
時
に
合
わ
せ
て
花
を

咲
か
せ
る
た
め
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
存
す

る
か
ア
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
鑑
賞
用
の
水
栽
培
(
ハ
イ

ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
)
の
こ
と
は
前
か
ら
知

っ
て

い
た
け
ど
、
こ
の
か
ア
イ
ス
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ

o
h初
め
て
。
パ
ー
テ
ィ

ー
の
テ

ー
ブ
ル
を
色
鮮
や
か
な
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
が

飾

る

|
|

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
演
出
で
す
ね
。

今
度
私
も
使
っ
て
み
ょ
う
か
し
ら
。

(
N
)

女
細
入
村
の
野
尻
さ
ん
は
明
治
四
十
年
生

ま
れ
の
八
十
二
歳
。
身
の
こ
な
レ
を
見
る

と
と
て
も
そ
の
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

夏
の
強
い
日
射
し
の
中
、
畑
ま
で
の
山
道

を
軽
々
と
登
ら
れ
ま
す
。
後
を
つ
い
て
い

く
私
は
、
汗
だ
く
で
怠
が
切
れ
る
始
末
。

日
頃
の
運
動
不
足
と
不
摂
生
が
身
に
し
み

た

一
日
で
し
た
。

(
M
)

女
世
界
三
十

一
力
国
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

た
世
界
国
際
青
年
演
劇
祭
。
パ
ー
テ
ィ

ー

で
も
、
民
族
衣
装
に
民
族
舞
謡
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
お
国
自
慢
を
披
露
。
会
場
は
た
い

へ
ん
な
盛
リ
上
が
り
で
し
た
。
こ
れ
だ
け

パ
ワ
フ
ル
な
人
た
ち
が
世
界
中
か
ら
集
ま

っ
た
の
だ
か
ら
富
山
の
夏
も
暑
く
な
る
は

ず
で
す
。

(
T
)

フ
ラ
ン
ス
の
巨
匠
建
築
家
コ
ル
ビ
ユ
ジ
エ
の

も
と
で
学
ん
だ
吉
阪
が
帰
朝
後
.間

も
な
く
手
が

け
た
作
品
で
あ
る
。
師
ゆ
ず
り
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
に
よ
る
自
由
で
豊
か
な
形
の
追
求
の
試
み

が
見
ら
れ
る
。
特
に
計
画
と
建
設
が
三
期
五
年

に
わ
た
っ
た
為
、
そ
の
問
に
種
々
の
設
計
条
件

が
変
わ
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
か
っ
、

よ
り
面
白
い
造
形
を
創
り
だ
す
と
い
う
こ
と
カ

実
践
さ
れ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
変
化
に

富
ん
だ
形
が
、
中
学
校
と
い
う
教
育
と
学
習
の

場
に
お
け
る
、
教
師
と
生
徒
の
、
ま
た
、
生
徒

同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
緊
密
に
す
る

と
い
う
目
的
を
持
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
廊
下
兼
用
の
バ
ル
コ
ニ
ー
で

固
ま
れ
た
中
庭
、
三
つ
の
教
室
に
よ
っ
て
固
ま

れ
た
ホ

l
ル
の
空
間
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
反
面
で
は
こ
の
吹
き
曝
し
バ
ル
コ
ニ
ー

の
中
庭
空
間
は
、
北
陸
の
雪
の
風
土
に
対
す
る

配
慮
に
欠
け
、
全
体
的
に
も
形
は
洗
練
と
は
程

遠
く
、
組
削
り
で
未
消
化
の
処
も
あ
る
。
け
れ

ど
、
こ
の
様
に
、
教
育
空
間
に
対
し
明
確
な
主

張
と
提
案
を
も
っ
た
デ
ザ
イ
ン
こ
そ
が
学
校
建

築
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
呉
羽
中
学
校
で
は
校
内
暴
力
は
生
じ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

写解
真説

竺
覚
暁
(
工
学
博
士
・
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

風
間
耕
司
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

重言語型車関脇療関覆暴露議題懇羅覇軍額.. 一一一~懇S-' I1 
l惣需嬰IトI符ぐえ窓口懇務.機:jl l円ド川U 十 彊 11
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ラー北陸 後援=富山県教育委員会・富山県市長会・富山県町村会
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